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重要文化的景観における生業の実態に関する研究 
―「葛飾柴又の文化的景観」を対象として― 
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"Cultural landscape" was added to the Protection of Cultural Properties Act as a new category in 2005. 
Though it is important to continue the original livelihoods to preserve the cultural landscape, the difficulty to 
maintain them in the current economy is pointed out. The purpose of this study is to investigate the current 
status of livelihoods related to important elements in cultural landscape of Katushika-Shibamata. As a result, 
By the interview to the owners of the store or restaurant in this area, the following points are clarified: 1) Part 
of the value of the cultural landscape of Katsushika Shibamata is that the community-based livelihoods are 
continuing from the time the landscape is established to the present. 2) Major instability factors for continuing 
the livelihoods are vulnerability of suppliers, advancement of external capital and lack of successors.  
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１． はじめに 
（１）背景 
平成 17 年の文化財保護法の改正により，文化財に「文
化的景観」という新たなカテゴリーが加えられ，平成 31
年 2 月までに 63 件の重要文化的景観が選定された．平成
19 年，文化庁は「採掘・製造，流通・往来及び居住に関
する文化的景観の保護に関する調査研究会」を設置し，
その中で矢切の渡し・葛飾柴又を伝統的な情緒や雰囲気
を継承する界隈として 2 次調査対象地域に選定した 1）． 
近年，柴又地域では土地開発が進み，特徴的な景観が
少しずつ変わりつつある．葛飾区は全国的に有名な柴又
の景観を新たな文化財カテゴリーである文化的景観とし
て再調査・再評価し，その価値の保存・活用を通した今
後のまちづくりを進めると同時に，国の重要文化的景観
選定申出に向け，平成 22 年度より 5 年間，柴又地域の
文化的景観調査を行った 1）．平成 30 年 2 月 13 日，文
化庁は東京都葛飾区柴又地域を「葛飾柴又の文化的景
観」として都内で初の重要文化的景観に選定した 2）． 
葛飾柴又の文化的景観の特徴は，「近世初期に開基さ
れた帝釈天題経寺と近代以降に発展したその門前の景観
を中心に，それらの基盤となった農村の様子を伝える旧
家や自社等の景観がその周囲を包み，さらにその外側に，
19 世紀以降の都市近郊の産業基盤や整備の歴史を伝える
景観が広がっている 2）」ということである．このように
柴又は，かつては江戸川沿いに農地に取り巻かれた信仰
の場として発展してきた．しかし，第二次世界大戦後に
宅地化が進んだ結果，寺社・参道といった歴史的な要素
残るものの，以前の帝釈天題経寺とその門前の生業を周
辺地域が支えてきたという地域構造は見えづらくなって
いる． 
真田は，農村風景を守るための施策として文化的景観
を取り上げ，現在の農村における課題を踏まえて，重要
文化的景観選定時の保存計画のほとんどが文化的景観を
持つ地域の本来の生業によって空間維持を図ろうとする
ものではないと述べ，景観保全施策の限界を指摘してい
る 3)．葛飾区の「葛飾柴又の文化的景観保存計画」4）では，
文化的景観を構成する一部の寺社や旧家などを「重要な
構成要素注 1）」として敷地や建築物などの保存計画を策定
し，生業に対する支援への取り組みを文化的景観の保存
に関する基本方針としている．しかし，保存管理・整備
活用体制については，真田の指摘する「地域の本来の生
業によって空間維持を図ろうとする」という観点での記
載はされていない． 
実際，都内初の重要文化的景観に選定された「葛飾柴
又の文化的景観」では，帝釈天題経寺とその門前の生業
を周辺地域が支えてきたことが報告されているものの，
かつて柴又で営まれていた生業と現在の経済社会の仕組
みに乖離があるために，そうした構造を風景として見る
ことが難しい． 
経済社会の流れによって都市化され，以前あったその
土地での生業から乖離して見える場所で，文化的景観を
保存するしていくためには，生業に対する実状の把握と
支援は重要な課題である． 
（２）目的 
本研究は，「葛飾柴又の文化的景観」において，「重
要な構成要素」に関わる生業（商品の製造・販売，構造
物・工作物の維持の仕組み）についての現状を調査し，
文化的景観として持続する上で維持すべき点や課題を具
体的に明らかにすることを目的とする．  
（３）既往研究 
重要文化的景観選定後の保護制度・保存体制について，
今村ら 6）は重要文化的景観を構成する「重要な構成要素」
を取り上げ，それらの保護実態について述べているが，
これらは建物や工作物，環境物による保護実態に対する
指摘にとどまっている．また，松本ら 7）は，「文化的景
観を保存するために必要な体制」を取り上げ，保存体制
構築のための自治体の支援のあり方や課題について述べ
ているが，文化的景観の保存体制において，生業の継承
や後継者育成に対し十分な成果が表れていないことを指
摘している． 
以上のように，文化的景観の成立要因となる生業の保
護・継続に着目した研究は少ない．また，柴又のような
都市・住宅地の中での文化的景観の保存に向けた取り組
みに関する研究が少ない． 
これらに対し本研究では，文化的景観の成立要因とな
る生業の現状に着目している．「重要な構成要素」とし
て保存対象となっている建造物・工作物を所有している
主体の運営・経営（商品の製造・販売）を生業として捉
え，その生業の現状を調査し，文化的景観として持続す
るうえで維持すべき点や課題を具体的に明らかにする点
に特徴があり，文化的景観の保護制度の改善に向けた示
唆を得ようとするものである． 
（４）研究方法 
まず，平成 27（2015）年の柴又地域文化的景観調査委
員会・葛飾区教育委員会発行「葛飾・柴又地域 文化的景
観調査報告書」1）ならびに平成 30（2018）年の葛飾区発
行「葛飾柴又の文化的景観保存計画」4）を文献資料，帝
釈天題経寺の須山保氏注 2 ならびに柴又帝釈天門前参道商
店街神明会会長の石川宏太氏へのヒアリング注3）から得た
柴又地区の文化的景観に関する情報を補足資料として，
「葛飾柴又の文化的景観」と柴又地区におけるまちづくり
の流れについて概観する． 
次に柴又帝釈天の門前にある参道の商店街を調査対象
とし，参道で店舗運営を行う者へ生業（商品の製造・販
売の仕組み）に関するヒアリング調査を実施し，柴又帝
釈天の門前町を取りまく生業の現状について把握する． 
これらの結果より，文化的景観として持続する上で維
持すべき点や課題について考察を行う． 
 
２． 柴又の文化的景観 
（１）葛飾柴又の文化的景観 2）  
柴又地域は東京都葛飾区の東端，江戸川右岸に位置す
る（図 1）．柴又地域には古代から人々が生活し，水陸交
通の結節点・中継地点であった．江戸初期に現在の地に
開かれた帝釈天題経寺は，18 世紀後半の板本尊の発見を
機に江戸からの参拝客が急増した．近代以降も，鉄道網
の整備により門前はますます多くの人々でにぎわい，昭
和の初期には参道沿いにまとまりのある景観が形成され
た．また 19 世紀には柴又用水が開削され，20 世紀前半に
は金町浄水場が開設された．葛飾柴又の文化的景観は，
古代から続く人々の生活や往来を全体の基底としながら，
近世初期に開基された帝釈天題経寺と近代以降に発展し
たその門前の景観を中心に，それらの基盤となった農村
の様子を伝える旧家や自社等の景観がその周囲を包み，
さらにその外側に，19 世紀以降の都市近郊の産業基盤や
整備の歴史を伝える景観が広がっている．また水路の痕
跡や道等もよく残っている．以上のように，葛飾柴又は，
地域の人々の生活，歴史，風土等によって形成され，そ
れらを現在に伝える重要な景観地である． 
（２）文化的景観を構成する要素 
a）帝釈天題経寺 8） 
帝釈天題経寺の正式名称は「経栄山題経寺」であり，
寛永 6（1629）年に創建された日蓮宗寺院である．安永 8
（1779）年の所在不明だった板本尊の発見が寺の隆盛の契
機となり，江戸近郊の「流行寺」として庚申の日に参詣
者が多くの足を運ぶようになった．境内は江戸時代から
近代にかけて，旧堂を改造，移築しながら新堂を加えた
独特の造営過程によって整えられたものである． 
b）帝釈天門前参道の両街区 9） 
帝釈天題経寺の門前として発展した街区である．緩や
かに湾曲する約 200m の通りに面し，店頭対面販売形式の
店舗が連続し，伝統的な情緒や雰囲気を継承している．
古街道の結節点であり，かつての近郊農村地帯で周辺農
家が副業的に店を営んだことに機縁する特徴が地割や建
物形式，街区内部の要素，販売品目等に表れている．現
在に至るまで参詣客を意識して，ファサードが連続し，
屋根・庇など街並みの表情を作る要素により賑わいを演
出する独特の景観が整備され続けている（写真 1）．  
c）参道の形成過程 
江戸期からの庚申信仰によって参詣客が多く参拝する
題経寺では，明治 32（1889）年の柴又人車鉄道（現在の
京成電鉄金町線）の開通に伴いさらに多くの参詣客が訪
れるようになり，参道ではお寺での法要などに参詣客が
購入する神仏具を扱う店舗が出店し，題経寺の工作物の
製作・維持管理に努めた木彫屋が木彫の工芸品を売るよ
うになった．その後も参道には周囲の農家が副業的に店
舗を開設し，徐々に建物が建ち並び始める 10）． 
大正から昭和初期にかけては，参道では建物が立て詰
まり，門前町として連続する街並みがほぼ形作られる 10）．
第二次世界大戦後になると，昭和 44（1969）年から上映
された山田洋次監督の映画「男はつらいよ」シリーズや
昭和 58（1983）年の歌謡曲「矢切の渡し」の流行に伴い，
その舞台となった柴又への注目が集まることで，観光客
が多く訪れるようになり，それに伴って「男はつらいよ」
の主人公である「寅さん」や「矢切の渡し」にちなんだ
商品が売られるようになる． 
昭和 63（1988）年頃になると，帝釈天題経寺の周辺に
計画されたマンション建設が契機となり，題経寺と参道
の景観維持を中心とした柴又地域のまちづくり活動が行
われる． 
d）かつての生業について 
柴又はかつて武州葛西領と呼ばれる地域に含まれてお
り，大正時代以前はほぼ純然とした農村であった 11）. 
題経寺への参詣客が人車鉄道の開通により増加してい
くと，特に庚申の縁日には当時柴又での主要な収穫作物
であった葛西米と呼ばれるうるち米を原料とした草だん
ごや煎餅を販売するようになった．これが帝釈天参道に
だんご屋と煎餅屋が多い理由である．また，煎餅につか
う醤油は江戸川の柴又から見て上流の位置にある野田の
キッコーマンから水運で調達され，江戸川取れたウナギ
やコイを使って川魚料理が提供されるなど，自然条件を
生かした生業が営まれた． 
（３）柴又地区のまちづくりのながれ  
a）柴又地区のまちづくりの契機 
まちづくりのきっかけは昭和 63（1988）年頃に起きた
帝釈天題経寺の周辺に立つマンション計画にあった．帝
釈天題経寺とその周辺の住民は帝釈天より高いマンショ
ンに対して抵抗感を持っていた．そこで建物の高さに
10m の制限を取り決めた紳士協定を結ぶようになったの
が，柴又帝釈天とその門前のまちづくりの始まりであっ
た．  
b）映画にヒントを得たまちづくり 
昭和 63（1988）年頃が契機となる柴又地区のまちづく
りが行われる際，店舗運営としてどのような商売を行う
べきかが課題となっていた．そこで平成 8（1996）年に石
川氏らが映画「男はつらいよ」シリーズの監督を務めた
山田洋次氏に相談をし，昔懐かしい街並み，素朴なお土
産屋，人情を売り出せばいいとの助言から，商店街の人々
が実際に映画を見て，まちづくりについて勉強を行って
いた． 
「素朴なお土産」については，それぞれの店舗で 各店
舗における売れ筋の商品について話し合い，その商品に
絞り込む「一店一品主義」を掲げ，同じ種類の商品でも
店舗によって特徴があるために参詣客・観光客にそれぞ
れを楽しんでもらうこと，製造の機械化を一部手作りに
戻すことで少量生産ながら付加価値をつけることになっ 
 
図 1 柴又地域位置 
 
 
写真 1 帝釈天門前参道の街区 
 
 
図 2 葛飾柴又の文化的景観保存計画範囲 4） 
 
た．また，観光客に求められていた親しみやすさ，人と
人とのつながりを意識した商いを行っていったことによ
って，柴又のブランド化ができ，利益の高い商売をする
ことができた． 
（４）外的な要因による店舗の営業体制の形成（商品の
製造・販売） 
「葛飾柴又の文化的景観」の概観を通して見えることは，
帝釈天門前の文化的景観を支えている店舗の商業は，帝
釈天題経寺の門前という立地条件だけでなく，そこでの
情景をもとにした作品の流行など，外的な要因をも活か
して商品の製造・販売といった営業体制を形成したこと
である． 
 
３． 帝釈天門前の生業調査 
（１）調査対象 
調査対象地は，葛飾区柴又地区のうち葛飾区「葛飾柴
又の文化的景観」保存計画対象範囲にあたる部分（東京
都葛飾区柴又一・三～五丁目（一部），六～七丁目・金
町浄水場（全域））である（図 2）．調査対象となる店舗
は，「葛飾柴又の文化的景観」保存計画対象範囲の中心
部にあたる帝釈天題経寺の門前である参道両側街区の店
舗（帝釈天門前参道商店街神明会の⼀部）である． 
（２）「重要な構成要素」に関わる生業 
「葛飾柴又の文化的景観」において，「重要な構成要
素」に関わる生業（商品の製造・販売の仕組み）につい 
ての現状を把握するため，調査対象となる店舗運営者へ
一問一答形式のインタビュー調査を行った（表 1）．イン
タビュー内容は，基本的に「参詣客・観光客に提供する
もの」に関する質問を軸に以下の質問内容で実施した．
また，ヒアリングシートを作成し，インタビュー時にヒ
アリングシートにそって質問を行った．29 軒の店舗に協
力を依頼し，14 軒の店舗から回答を得た（表 2）． 
 
（３）参道の商店における商品の調達・製造過程 
質問項目の回答により得られた商品の調達・製造過程
をダイアグラムで示し，図の左から①原材料とその産地，
②加工場や仲卸など，どの業者を経由して店舗内に仕入
れ，③商品の製造を通して，④店頭に並ぶかというよう
に，製造過程をわかり易く可視化した（図 3）．  
 
表 1 調査内容 
調査期間 平成30年11⽉下旬
調査対象店舗 29店舗
質問項⽬
・看板商品
・商品の製造に⽤いる原材料
・原材料の産地
・原材料の仕⼊れ先
（仲卸業者・加⼯業者の存在，所在地）
・製造⽅法（店内で製造している場合）  
 
 
図 3 質問項目とそのダイアグラム化 
表 2 生業に関わるインタビュー調査の対象 
名称 業務内容*1 実施⽇ 対象店舗位置
店舗１ 飲⾷・⾷品販売 くず餅 11⽉25⽇
店舗２ 飲⾷・⾷品製造・販売 草だんご 煎餅 11⽉22⽇
店舗３ ⾷品製造・販売 漬物 くず餅 11⽉26⽇
店舗４ ⾷品製造・販売 草だんご 11⽉29⽇
店舗５ ⾷品製造・販売 飴 11⽉26⽇
店舗６ ⺠芸品製造・販売 ⽊彫品 11⽉26⽇
店舗７ ⺠芸品販売 雑貨 11⽉26⽇
店舗８ ⺠芸品販売 神仏具 11⽉26⽇
店舗９ 治療院・⾷品販売 お茶 11⽉23⽇
店舗10 ⺠芸品販売 雑貨 11⽉28⽇
店舗11 ⾷品製造・販売 最中 11⽉25⽇
店舗12 ⺠芸品製造・販売 神仏具 雑貨 11⽉29⽇
店舗13 飲⾷・⾷品製造・販売 そば 11⽉23⽇
店舗14 ⾷品製造・販売 11⽉26⽇
主要商品*2
*1 ヒアリング調査時に業務内容を確認
*2  葛飾区柴⼜帝釈天⾨前参道商店街神明会ーようこそ柴⼜参道へーHP12)に表⽰された商品を”看板商品”として表に記⼊
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４． 生業の現状 
店舗が扱う主要な商品の種類（食品，民芸品），調達
方法と製造方法に類似したものを分類することで店舗を
類型化した．これをもとに，帝釈天門前の参道の商店に
おける生業の現状について述べる（図 4）． 
（１）商品の製造過程 
a）製造過程 
14 店舗中 9 店舗が商品の製造を手作りで行っていた．
これは柴又地区でのまちづくりにおいて参道の商店街の
テーマとして決めた一店一品主義や製造方法を一部手作
りによる少量生産にしたことが挙げられ，映画「男はつ
らいよ」の情景にあるような昔懐かしい街並み，素朴な
お土産屋を実際に取り入れたところにあることがわかっ
た． 
主要商品を飲食で扱う店舗では，原料を仕入れて店舗
内で製造する店舗（店舗 2，4，13）と一部商品を店舗内
で製造（店舗 3）あるいは製菓工場などの加工場を通じて
仕入れた材料を店舗内で仕上げる店舗（店舗 5，11，14），
店舗外で製造されたものを仕入れている店舗（店舗 1，9）
に分けることができた．一部商品を店舗内で製造あるい
は製菓工場などの加工場を通じて仕入れた材料を店舗内
で仕上げる店舗は小売販売を行っているところにみられ
た． 
主要商品を民芸品で扱う店舗は多くが店舗外で製造さ
れたものを仕入れている形をとっており，一部商品のみ
店舗内で製造していることがわかった（店舗 6，店舗 12
の一部）． 
b）調達方法 
食品や民芸品に問わず，商品の原材料を柴又で穫れた
作物に用いていないことがわかった．店舗 2 は創業され
た明治 16（1883）年当時は，草だんごの製造に用いる原
料のうるち米とよもぎを柴又周辺で収穫していたもので
賄われていたが，明治 44（1911）年から始まった江戸川
河川敷の改修 14）により，よもぎの収穫ができなくなった
こと，昭和 3（1928）年の耕地整理事業や，昭和 28（1953）
年に完了した区画整理事業が行われ 15），地元のうるち米
の収穫ができなくなったことが原因で，産地を変えるこ
とになった． 
食品や民芸品に問わず，原材料の仕入れを特定の企業
に頼っていることが分かった．これは店舗 1，2，13 のよ
うな飲食店ではなく，小売販売している店舗に見られた
（店舗 3，5，7，10，11，14）．食品を扱う店舗では材料
となるものを取り扱う業種が狭く，また縮小しているた
め代替できる企業がほとんどない（店舗 3，5）ことや，
元々店舗で製造していたものを製菓業者に委託したこと
（店舗 11）にあると考える．民芸品を扱う店舗では，特に
おもちゃのような雑貨品への需要が減ったことによって
問屋が廃業し，それによって仕入れ先が少なくなってき
ていることが考えられる（店舗 7，10，14）．  
飲食店のような多くの参詣客や観光客を引き入れる店
舗（店舗 1，2，13）では原材料の産地などで特定の地域
のものを使用していることがわかった．しかし，上記の
ように特定の企業から仕入れていることが確認されない
こと（店舗 1，13），他地域にある本社工場にて商品の製
造をしてから仕入れている（店舗 2）ことから，調達に関
して今後支障がでることは他店舗と比べて小さいと考え
る． 
（２）店舗運営 
a）出店時期 
店舗の出店時期で比較すると，明治期である店舗（店
舗 2）と昭和初期である店舗（店舗 4）では，同じ種類の
商品を取り扱っているものの，原料の調達方法や店舗運
営に違いがあることがわかった．両店舗とも主要な商品
が草だんごであるが，原料であるよもぎやうるち米を，
店舗 2 の創業当時は江戸川河川敷から収穫して用いてい
たのに対し，店舗 4 は創業当時から柴又周辺以外から原
料を仕入れていた．これは，1930 年代に開業した店舗 4
が，明治期の江戸川河川敷の改修により，原料のよもぎ
を開業当時から地元産で賄えなかったことや，耕地整理
が行われ始めたころの開業で，昭和 15（1940）年の帝釈
天南側における区画整理事業認可により 15），柴又周辺で
のうるち米の収穫量が減少すると予想されたこと，また
開業当時の営業が庚申の日の縁日のみで製造に使用する
原料を多く仕入れる必要がなかったため，地元のものを
使用しなかったと考える．  
また，耕地整理や区画整理が行われた時期や完了後に
出店している店は，主要商品の原材料が柴又周辺で収穫
されていないこと，柴又地域の宅地化が全体的に広がっ
ており耕地面積も減少しているため，地元の作物を原材 
 
 
写真 2 店舗 2の主要商品 草だんご 
 
写真 3 店舗 11 の主要商品 最中 
料として使用していないことから，参道におけるほとん
ど商店が商品の調達・製造過程に創業当時からの変化は
みられないことがわかった． 
b）店舗運営 
 14 店舗中 8 店舗で店舗兼住宅のような店舗と住宅が接
地している店舗が確認された．店舗 3 は，参道に面した
空間を店舗として商品の製造販売を行い，隣接する形で
住居空間があることを確認した 16）（写真 4）．また，そ
こに住む人が個人事業主として運営していることが確認
された．そのような店舗では，店舗での売り上げによっ
て，そこで働く家族の収入が左右されており，実際に店
舗 5 は原料である砂糖の原価が一時高騰した時に取り扱
う商品の種類の少なさや原材料の仕入れを特定の企業に
頼っていることによる仕入れ先の変更の困難さなどで対
応に苦慮したという． 
14 店舗中 6 店舗で店主の高齢化や後継者不足が確認さ
れた．一部の店舗では家族経営により，店舗の引継ぎが
可能となるが，後継者が見つからない店舗ではインタビ
ューの中で商品の製造・販売をやめることや，店自体を
廃業することを考えているところもあるなど，柴又の店
舗運営は綱渡り状態となっているといってよいと考える． 
参道の店舗の中には主業を治療院（店舗 9）や占い屋と
して（店舗 14）店舗運営をしており，店頭で販売するも
のは副業で行われているところがあり，店舗運営が主業
での売り上げによって賄われているため，副業の収益が
店舗運営の継続に及ぼす影響がほとんどないことがわか
った．また，店主の親が過去に日本茶店として営んでい
た場所に新たに治療院を開業した（店舗 9）ことや，開業
当時周辺の空き店舗の前で販売を行う露天商をなくすた
めに商店街からの要請もあり，店頭でスイートポテトの
製造・販売を行うようになった（店舗 14）という背景か
ら，店頭での商品の販売を行うことや露天商に対する抵
抗感があることが参道の商店街の意識としてあることが
みえた． 
 
５． 文化的景観として持続するうえで維持すべき
点・課題 
前章までの文献調査の結果と帝釈天門前を取りまく生
業の現状を踏まえて，ここでの生業を持続するための課
題について考察する． 
（１）文化的景観としての価値 
帝釈天題経寺とその門前における文化的景観の変遷過
程と帝釈天門前の生業の現状を把握した結果，以下の 2
点が明らかになった．この 2 点は，いずれも柴又に住む
人々によって営まれており，それらが現在までに続いて
いることに，門前における文化的景観の価値があると考
える． 
①商品の製造 
・宅地化といった時代の変化に応じて，商品の原材料の
産地や調達先を変えた点 
 
写真 4 店舗 3の概観 
 
・かつての柴又での生業と同じく，店舗で製造を行う店
舗が残っている点． 
②帝釈天門前での店舗運営 
・農家の副業に由来する店舗運営が今でも残っている点 
・時代の変化に応じて業種を変えてきた点 
（２）課題 
前節で述べた帝釈天門前の文化的景観の価値に対して，
今後の生業を支えていく上での不安定要素について考察
する． 
原材料の仕入れを特定の企業に頼っている店舗は，特
に小売販売を行う店舗にみられ，仕入れ先は業種自体が
縮小して代替できる企業がほとんどないことがわかった．
現在の仕入れ先が廃業した場合，現在の生業が困難にな
ることが予想されるため，これらの店舗での商売を維持
していくためには仕入れ先の業者に対する運営の現状を
把握・支援することが必要だと考える．  
参道の商店街の一部店舗で店主の高齢化がみられてお
り，店の経営を引き継ぐ後継者がいないことがわかった．
民芸品を扱う店舗では雑貨の需要が低下していることで
売り上げも低下しているため，廃業を考えている店舗も
確認した．廃業した後の店舗は帝釈天門前というブラン
ド価値から外部資本が進出することも予想される．後継
者を育成することも重要な課題であるが，商店街におい
て近い将来に廃業を考えている店舗の把握と仮に廃業後
空き店舗となる場所に新たに入居し開業する者へ，まち
づくりによって築かれた柴又のブランドを維持できるよ
うな店舗運営を商店街全体で支援できるような体制が必
要であると考える． 
上記から，参道の商店街の店舗運営は綱渡り状態とな
っていると考える．柴又帝釈天の門前における文化的景
観を支える「生業」を持続的なものにするには，門前の
空間といった限定的な地域景観だけでなく，仕入れ先の
企業の運営の現状把握や支援，廃業後の運営者や新たな
入居者への支援など，生業を支える経済活動にまで視野
を広げて検討する必要があると考える． 
 
６． まとめ 
（１）結論 
本研究では，柴又帝釈天の門前にある参道の商店街を
調査対象とし，そこで運営・管理を行う者へ生業（商品
の製造・販売の仕組み）に関するヒアリング調査を実施
し，柴又帝釈天の門前を取りまく生業の現状について，
参道の商店における商品の調達・製造過程の仕組みをダ
イアグラムで示し，類型化することによって把握した．
得られた知見として以下の点を挙げる． 
・帝釈天門前の店舗は，農家の副業に由来する店舗運営
が今でも残り，時代の変化に応じて商品の製造に用い
る原材料の産地や調達先，店舗の業種を変えてきた．
それがかつての柴又での生業と同じように，柴又に住
む人々を主体とした営みが現在までに続いていること
に文化的景観としての価値があることを指摘した． 
・原材料の仕入れを特定の企業に頼っていることで，仕
入れ先が廃業した場合の店舗運営が困難となってしま
う可能性があること，店舗運営が困難になり廃業とな
ってしまった場合，外部資本による門前への進出が不
安定要因としてあるなど，今後の生業を支えていく上
での課題を指摘した． 
・文化的景観を支える「生業」を持続的なものにするに
は，限定的な地域景観だけでなく，仕入れ先の企業の
運営の現状把握や支援，廃業後の運営者や新たな入居
者への支援など，生業を支える経済活動にまで視野を
広げて検討する必要があることを指摘した． 
（２）今後の課題 
今後の課題として以下の点を挙げる． 
・葛飾柴又の文化的景観形成した端緒にある帝釈天題経
寺の構造物・工作物の維持管理について，周辺地域が
どのように支えてきたかを把握した上で，現状での課
題を明らかにする． 
・門前の参道の各商店の生業である商品の製造にかかわ
る仕入れ先の卸業者・製造業者への経営実態を把握す
る． 
 
注 
1) 文化的景観を構成する様々な要素の中で，特に重要
なもので，その所有者の同意を得られたもの,形態・
意匠等が独特又は典型的であるとともに，技術・素
材等の観点から顕著な固有性を持つものであって，
かつ文化的景観の本質的な価値を示し，保護の対象
として不可欠な構成要素の事をいう．5） 
 
 
 
 
 
 
 
2) インタビューは平成 31（2019）年 1 月 15 日に行っ
た． 
3) インタビューは平成 30（2018）年 11 月 22 日に行っ
た． 
4) 明治 16（1883）年の営業許可証がある． 
5) 開業年は不明，先々代店主が呉服屋を経営し昭和 20
（1945）年に漬物屋を営むようになる 13）． 
6) 今の店主の嫁ぎ先であったため開業・出店年は正確
には不明だが，少なくとも 1953 年から営業を行って
いる． 
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